
改善計画

7月 ２月

・単元テストの通過率
　国語・算数・理科・社会
　９０点以上の児童の割合

80 81.2% 101.5 A

・4月は84.4％，５月は79.6％６月は79.8％，７月81.2％で，全体では
80.6％であった。どの月も昨年度を上回ることができた。授業参観等で授業内
容の質の向上に学校全体で取り組んできた成果と考える。しかし，２割の児童
は，学力の定着が難しく，個に応じた指導が必要である。

6

・先生がお互いに授業参観しあい。全教職員で学ばれていることがすば
らしいし，感謝する。
・学力定着の難しい2割の児童に対する具体的な取り組みをお願いした
い。
・個に応じた指導を工夫していただいている点が，ありがたい。
・十分な成果だと思う。日々の学習の成果だと思う。
・長江中学校区で授業の課題等を研究していることは素晴らしい。

・定期的に授業参観を行い，授業で大切にしていくことを共通認識し，授業の質を高め
る。
・教科担任のブロック会議で出た成果や課題を全体で共有し，全教職員で系統的，継続的
に授業改善に努める。
・管理職や専科にも協力を得て，復習の時間では，課題のある児童に個別の指導を行う。
・個別最適な学びの授業研究を行う。
・テストの見直しの交流をし，テストに取り組む姿勢の向上を図る。

・全国学力・学習状況調査の正答率
　国語・算数＋10

75 67.6% 90.1 B
・全国学力・学習状況調査の正答率＋10の達成者は，国語は70.4％，算数は
64.8％，全体では67.6％であった。全国の平均点に比べると本校の平均点は
国語科では，＋11.8，算数科では＋14.5であった。
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・結果に対する取り組みが適切である。時間をかけて
進めていってほしい。
・全国平均より点数が高いですが，それに甘んじるこ
となく上を目指してほしい。
・長江小学校区で一緒にテストの分析を行い授業改善
に努めているのが素晴らしい取り組みである。

・テスト分析を行い，課題を見付け，教職員全体で課題を把握し，課題を克服するための
授業改善について話し合い，今後の授業に生かす。
・eライブラリを利用し，個別の課題に応じた学習に取り組ませる。。
・話し合う時間だけでなく一人一人が自分の考えを伝えたり書いたりする時間を確保し，
個々の表現力を身に付けていく。
・課題のある問題についてモジュール教材を開発し，繰り返し問題に取り組ませる。
・個別最適な学びの授業研究を行う。

・尾道市学力定着実態調査の正答率
　１，２年（国語・算数）　目標値＋８
　３年（国語・算数）　　　目標値＋10
　４年（国語・算数）　　　目標値＋10
　５年（国語・算数）　　　目標値＋10
　総合学力テストの正答率（１月）
　６年（国語・算数）　　　目標値＋10

80

・推薦指定図書の読破率
　　低学年２０冊
　　中学年１６冊
　　高学年 　8冊
※達成目標　１学期 1/4
　　　　　　２学期 3/4
　　　　　　３学期 4/4

・学期別の読書目標ページ
　低学年：１２冊（毎月）
　３年生以上：300ページ（毎月）
※達成目標
 １年間で3000ページ達成

80

推薦
87.1％

目標
87.4

108.8

109.2

A

A

１学期の推薦指定図書の読破率は87.1％，読書目標ページの達成率は４，５月
91.3％，６月86.9％，７月83.9％全体では87.4％だった。推薦指定図書の読
破率，読書目標ページの達成率とも目標を達成できた。本年は課題図書週間を
位置づけたり,司書教諭に本の紹介をしてもらったり，担任から読書への声かけ
や価値付けを定期的に行ったりすることで，目標値を達成することができた。
また，学期ごとの目標達成者の表彰も児童への意欲付けとなった。
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・いつも高い目標であるにもかかわらず，高い達
成率で素晴らしいと思う。
・本を紹介し合うということは，文章を読んで自
分の意見をまとめ，発言するという貴重な機会だ
と思う。続けていってほしい。
・本は大切な友達になると思う。
・十分な成果である。習慣化されているのがすば
らしい。

・継続的に推薦指定図書週間を設け，周知していく。
・毎月，司書教諭に推薦指定図書の本の紹介をして，読書の啓
発を図る。
・「本の感想コーナー」を設け，お互いが本の紹介をしあうこ
とで，読書の啓発を図る。

・「主体性」「協働性」に関わるアンケー
ト　肯定的評価の平均（３～６年生）

80

主体
93.7％

協働
92.3％

117.1

115.3

A

A

・「主体性」「協働性」に関わるアンケートの肯定的評価は，それぞれ
93.7％，92.3％だった。どちらも高い水準で，目標を大きく上回ることがで
きた。
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・十分な成果である。習慣化されているのがすばらし
い。
・公民館と連携してゲストティーチャーを活用するこ
とは多いに活用すべきだと思う。（コミュニティス
クールだから）

・ゲストティーチャー，外部講師を意識的に活用することで，
主体性や協働性を高める。
・探究のサイクルを意識した学習計画を子供たちと一緒に立て
る。

・習慣化できた児童の肯定的割合
　（児童アンケート４段階の３以上）

85 96.9% 113.9 A

・4月97.5％，5月96.9％，6月96.5％，7月96.7％であった。昨年度からの継続的な
指導により，自ら進んであいさつをすることが習慣化されている児童が増えてきた。ま
た，下校前に行う挨拶の振り返りを行うことで1学期を通して意識してあいさつに取り組
むことができた。
地域の方や学校を訪問されて方へのあいさつが昨年度と比べ，改善されているが，まだ
課題が見られる。
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・夏休みが明けてよい習慣が継続できるようにフォローしてほしい。
・あいさつの習慣化に尽力してもらいありがたい。相手の目を見て笑顔
でできるように指導していってほしい。
・習慣化は非常に重要である。習慣化するまでが大変だが継続して指導
していってほしい。

・1学期実施できなかった児童会によるあいさつ表彰を行い，
価値づけていく。また，毎月1日のあいさつの日には，生徒指
導部を中心に放送を行い，児童に周知していく。

・誰とでも，協力して，活動することがで
きた児童の割合

85 97.0% 114.1 A

・4月98.7％，5月97.5％，6月95.8％，7月96.1％であった。主体的な清掃活動を行
うために，２つの取組を行った。１つ目は，静かに協力して掃除をする姿を撮影し，給
食時間中に映像で流し，見える化して評価した。２つ目は，整備委員会が主体となり，
主体的・協働的に掃除をしている班の表彰を行った。掃除が始まる予令の音楽が鳴り始
めてから移動する児童が多く，掃除開始が遅れてしまうなどの課題が見られる。

6 ・十分な成果だと思う。

・主体的な姿を高めるために，1学期に引き続き，静かに時間いっぱ
い自分の役割ができている班に対して，整備委員会から表彰される
ような取組をしていく。
・教師による示範動画を作成し，正しい掃除の方法を周知してい
く。
・掃除開始がそろうように声かけをしていくとともに,瞑目から始め
ることの意味を再度考えせ,価値付けを行っていく。

・アセス「生活満足度」５０以上 90 73.1% 81.2 B

・7月に実施したアセスでは，生活満足度が学校全体としては73.1％が５０以
上だった。学年で見ると，1年生100％，2年生100％，3年生78.9％，4年
生62％，5年1組80.9％，5年2組85.7％，6年1組57.1％，6年2組
57.7％，さくら学級100％だった。4・6年生の生活満足度に課題が見られ
る。
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・縦割り班活動は，土堂小学校らしい大変よい取り組みであ
る。異学年交流は，コミュニケーション力が危ぶまれる昨
今，効果的である。
・４．５．６年生で。5年生が80％何がよくて，高い数値な
のか知りたい。
・個人差があると思う。

・夏期休業中に行った，アセスの分析・交流をもとに，支援が
必要な児童に個別の声かけや学習支援などを行うとともに，安
心して学習ができる環境を学校全体で行っていく。

〇児童の主体性を引き出す体授業づ
くり

「体育・運動」に関わるアンケート　肯定
的評価
（児童アンケート５段階）
　１　２　３　４　５
①体を動かすことが好きか　85％
②体育の授業は好きか　　　90％

①85

②90

①
89.7

②
91.0

105.5

101.1

A

A

・体育の授業においてスモールステップにより指導を実施できたと答えた教員
は，７８．１％であった。それに対する児童のアンケートでは①体を動かすこ
とが好きかと答えた児童は89.7％，②体育の授業が好きと答えた児童は
91.0％だった。
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・先生方の工夫の成果だと思う。
・アクティブチャイルドプログラムに興味があ
る。
・暑いときだがしっかり体を動かしてほしい。

・夏休み中に，体育の授業づくりについて研修に参加し，校内
で共有し合い，体育の授業づくりの向上に努める。アクティブ
チャイルドプログラムを活用し，運動遊びを体育の授業に積極
的に取り入れていく。

〇「早寝・早起き・朝ごはん」の徹
底
★栄養教諭と連携した食育の推進

早寝・早起き・朝ごはんのそれぞれについ
て習慣化できた児童の割合
（児童アンケート５段階）
１　２　３　４　５
　　　　↑
１週間のうち５日できた児童

早寝
75

早起き
90

朝ごはん
90

早寝
83.9
早起き
89.3
朝ごは

ん
98.6

早寝
111.9
早起き
99.2

朝ごはん
109.6

A

Ｂ

Ａ

・今年度は，自分で目標設定を行い，目標設定に向けて行動することができた
かアンケートを行った。その結果，１学期は，早寝８３．９％，早起き
89.3％，朝ごはん98.6％であった。月別でみると，４月が低かったが，５月
がすべての項目において高くなっており，生活改善ＷＥＥＫの取組の成果と考
えられる。
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・自分で起きる時間や寝る時間の目標を決めるの
は，時間を守る意欲を高めるとともに，自己責任
能力も高まることになるので，非常によい試みだ
と思う。
・学年によって違うし，保護者の理解も重要だと
思う。

・今後も生活改善ＷＥＥＫにおいて重点項目を設定する。２学
期は電子メディアの利用時間について目標を設定し，自分の生
活をコントロールする力を身につけさせていく。

「ゲストティーチャーの活用」に関する児
童アンケートの肯定的評価（３～６年生）
児童の割合９０％以上

90 97.2 108 A

・地域での学習は7回で，ゲストティーチャーの活用は19回で合計26回だっ
た。昨年度に比べ，地域に出る回数は減っている。しかしゲストティーチャー
の活用は増えている。昨年度は単元開発するためにたくさん地域に出ていたた
め，今年度に比べて多かった。反対にコロナ収束により，ゲストティーチャー
を招く機会が増えた。
・ゲストティーチャーの活用に関する児童アンケートでは，肯定的評価は
97.2％であった。ゲストティーチャーによって，新たなことが分かった，もっ
といろいろなことが知りたいと思った等，学びが深めることができた。
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・十分な成果だと思う。
・仮校舎になったため，町へのフィールドワークが
減ってしまったことは非常に残念である。
・仮校舎になったガ，町へのフィールドワークを続け
てくれていることに感謝している。秋になり涼しく
なってきたら，また，ぜひ，商店街の方へ地域学習に
来てほしい。
・地域に出て，地域のことをしっかり学んでほしい。

・引き続き，地域人材を生かした授業を行っていくと共に，新
たな地域人材の発掘に努める。
・今年度，活動したことを記録として残し，来年度の学年に引
き継ぐようにする。
・高学年においては，地域のフィールドワークを通して，子供
に本当に考えたいと思った課題をもたせ，新たな単元を開発す
る。

保護者評価４段階３以上の割合
（保護者アンケート）
・運動会
・学習発表会

90 99.2 110.2 A

・保護者アンケートの結果は，肯定的評価が99.2%であった。４（大変よかっ
た）の評価が78.0％，３（よかった）の評価が21.2％で，１件のみ２（あま
りよくなかった）で理由は書かれていなかった。３年ぶりの運動会で，保護者
の関心も高く，子供達のがんばりを肯定的に受け入れてくださったり，子供達
への演技に対する感動や学校側への感謝を記述してくださった保護者が多かっ
た。
・運動会に向けて，限られた時間の中で，４つの資質・能力を意識しながら，
子供達への指導を行った。特に，「試行錯誤力」「協働性」の身に付いた姿が
見られ，行事の目的を十分に果たすことができた。
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・保護者の意見を知りたいので，今後もいろいろ
な行事についてのアンケートをお願いしたい。
・十分な成果である。

・３年ぶりの運動会であったが，コロナ禍で学んだことを生か
して，午前中実施の運動会を行った。各学年で，児童の実態を
踏まえた内容を考え，早めに取り掛かることで，児童の意欲を
高めるとともに，完成度の高い演技を保護者の皆様に見ていた
だくことができた。学習発表会の充実に向けて，早めに計画を
立て，夏季休業中に内容を考え，少しずつ取組を進めていきた
い。
・保護者席，敬老席の設置の仕方について，保護者からいくつ
かの声をいただいた。育友会とも連携しながら，保護者や地域
の皆様に満足していただけるように進めていく。

【継続方策】
〇働き方改革の推進

①在校等時間の減少（昨年度の同月比）
　※月平均在校時間30分減少

②日々の業務の中で充実感を得られている
肯定的割合（働き方改革アンケート）

100

90

月平均
262分
減少

100

875

111.1

A

A

・時間外勤務平均時間は，前年同月比較で，４月１時間39分減減少，５月２時
間58分増加，６月６時間51分減少，７月10時間40分減少，合計17時間31
分減少（月平均４時間22分減少）という目標を大きく超える結果であった。要
因としては，大きな生徒指導対応がないこと，教科担任制が定着してきたこ
と，設定した退校時刻を意識して仕事をしたこと，会議の減少等を行ったこと
が考えられる。選択と集中ができつつあると考えている。
・働き方改革アンケートの結果は，100％であった。行事等が実施できるよう
になり，コロナ禍より忙しいが，子供の成長を職員全体で喜びながら進めるこ
とで，充実感をもって仕事ができるようになっている。
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・難しいこともあると思うが，今後も健康第一で
注力してほしい。
・「昨年度より，勤務超過時間を１日1分減ら
す」運動は非常によい。小さな積み重ねが大切で
ある。一人で抱え込まない，人に頼りやすい雰囲
気作りが大切である。
・4年生のクラスが多く，担任が大変なのではな
いかと思った。他の先生方も，無理のないように
働いてほしい。
・教員の過重労働が問題になっているので，みん
なで協力して働きやすい環境を作っていってほし
い。

・全体的に，時間を意識して仕事をするようになってきてお
り，前年比ではあるが，時間外勤務を減少させることはできて
いる。しかし，個人で見ると，半数以上が45時間以上の勤務
となっていることは大きな課題である。朝早く出勤する職員，
夜遅くまで勤務する職員とバラバラになり，学校が開いている
時間が長くなると，時間外勤務時間も長くなる。個人で月
（45時間）の勤務時間管理をする意識を高めること，設定し
た退校時刻を守ること（管理職も含めて），短時間で成果を出
すためにはどうするかという考え方をもつことを進めていきた
い。
・２学期は，１学期とは違う忙しさがあることが予想できる。
その中でも仕事の充実感を持つことができるようにするために
は，個人で抱えないことが大事である。子供の成長や困りごと
もしっかりと声に出して，コミュニケーションを取りながら，
教育活動を進めていく。

　 　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正でない。　ハ：わからない。

【取組評価】　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６
０

令和５年度　学校評価表

学校教育目標 志を持ち未来を拓く子どもの育成　「自ら学ぶ」

a 　ミッション 主体性・協働性を育む小中連携教育を通した探究的な学習の推進

○基礎・基本を大切にし，確かな学力と健やかな心身を育む学校
○学ぶ力と遊ぶ力，伝える力，受容する力を育む学校
○尾道への郷土愛を高める学校
○地域と保護者が共に育て支える学校－土堂小学校の教育への理解を深め，地域や保護者同士の交流を促進する－

a 　ビジョン

m 改善案l コメントj 結果と課題の説明

【継続方策】
〇主体的な挨拶の励行
　（友達・先生・他学年・地域の人
に進んであいさつをする）
〇主体的・協働的清掃活動の実施
　（自分の役割を果たす　班のメン
バーと協力する）
【新規方策】
★縦割り班活動・児童会行事等の集
会活動の充実（異学年でかかわり，
他者を思いやる心を育てる）

評価計画

k 二次評価
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の
精
神
を
受
け
継
ぐ

【継続方策】
〇モジュール授業の工夫
〇個に応じた指導の工夫
〇家庭学習の工夫
〇読書活動の充実
○探究的な学習の推進
○教科担任制の導入による学習指導
の充実
【新規方策】
★毎月月末の１週間を推薦指定図書
週間として位置づけ

b 中期経営目標 c 短期経営目標 e 評価指標

f
目
標
値

g
達成
値

自己評価

自
ら
学
ぶ
子

基礎・基本の定着
と４つの資質・能力

「主体性」「協働性」
「つながる知識」「試

行錯誤力」の向上

思
い
や
り
の
あ
る
子

共感的
人間関係の育成

体つくり

ロ
d 目標達成のための方策

根
気
強
く
や
り
ぬ
く

た
く
ま
し
い
子

ハ

コミュニティ・
スクールの実践

地
域
と
保
護
者
が

共
に
育
て
る

i
評
価

h
達
成
度

【継続方策】
〇尾道への郷土愛を高める教育を行
う　ために，地域人材・素材を計画
的に教育課程に位置づけて実践す
る。


